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１．政策課題として挙げられているオープン

データとＧ空間 

 

近年、オープンデータやＧ空間が注目され

ている。2013 年 6 月に発表された「日本再

興戦略」のアクションプランや「世界最先端

IT 国家創造宣言」で取り上げられており、省

庁横断の重要政策課題となっている。両者と

も、データの整備・公開・利活用により、公

共サービスの充実や効率化、新サービスの創

出や経済活性化を目指すという、同じ目的を

持って推進している政策である。そして、施

策の中心的な担い手に、自治体が挙げられて

いる。しかし、新たに打ち出された概念のた

め、自治体や地域の方からは、「この言葉から

は何をするのかイメージできない」、「何をし

たら良いのかわからない」といった声をよく

聞く。 

そこで本稿では、オープンデータとＧ空間

にかかわる地域での取り組み事例を紹介し、

押さえるべきポイントを考える。 

 

 

２．オープデータの取り組みの広がり 

 

オープンデータは、アクセスや二次利用が

誰でもできる形式で公開されたデータのこと

をいう。現在、政府や自治体などが保有する

データをオープンデータ化する取り組みが広

がりつつある。 

世界では、2004 年に英国でオープンデータ

の取り組みを推進する非営利組織 Open 

Knowledge Foundation が設立された。その

後、2007 年頃から英国や米国を中心に活動が

盛んになり 2009 年からオープンデータポー

タルサイト「data.gov」「data.gov.uk」など

が相次いで開設された。2013 年 6 月には G8

サミットで「オープンデータ憲章」が採択さ

れ、世界的な取り組み課題として共有されて

いる。 

日本では、2012 年に一般社団法人 Open 

Knowledge Foundation Japan（OKFJ）が

設立され、政府も同年 7 月に「電子行政オー

プンデータ戦略」を策定し、先に述べた「世

界最先端 IT 国家創造宣言」において目指す

べき社会・姿を実現するための取り組みとし

て「オープンデータ・ビッグデータの活用の

推進」を取り上げている。政府はオープンデ

ータ推進の目的の 1 つに「経済の活性化・行

政の効率化」を挙げており、OKFJ やオープ

ンデータ流通推進コンソーシアムなどの民間

団体及び先進自治体等と連携して、さまざま

な施策を展開中である。具体的には、公開さ

れている政府保有のデータを一元的に検索可

能 な デ ー タ カ タ ロ グ サ イ ト 試 行 版

「DATA.GO.JP」の整備（2014 年 4 月現在

休止中、民間有志によるミラーサイト*１が暫

定公開中）や、分野を超えてデータの流通・

連携及び利活用を効果的に行うための標準デ

ータ規格や標準 API 規格の確立に向けた実

証実験などを行い、データ流通のための基盤

づくりやオープンデータを活用したサービス

 

地域におけるオープンデータとＧ空間情報の効果的な活用に向けて 
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のモデルづくりに取り組んでいる。 

オープンデータが日本でも広がっている背

景の 1 つとして、ウェブやスマートフォンア

プリの普及により、国や自治体が保有してい

る公共データの活用ニーズが高まっているこ

とが挙げられる。例えば、「バスをさがす 福

岡」という iPhone アプリは、「バス路線が複

雑な福岡県で、どのバスに乗れば良いか簡単

にわかるアプリが欲しい」という一開発者の

アイデアから作られたものであり、全国のバ

ス停留所データ（国土数値情報）を国土交通

省が整備・公開したからこそ実現できたサー

ビスである。このアプリは話題となり、現在

では西鉄バスの公式アプリになっている。こ

のように、データは情報通信サービスを生み

出す「資源」である。 

そして、その資源であるさまざまなデータ

を保有しているのが自治体である。自治体に

は、紙媒体で公開されているが電子化されて

いないデータや、公開可能だが公開されてい

ないデータ、つまり埋蔵資源が多い。それら

のデータを公開することで、これまで実現で

きなかった新たなサービス創発が期待されて

いる。そのため、自治体や地域への普及啓発

を目的とした取り組みとして、自治体データ

を活用したサービス開発のためのコンテスト

の開催や、Open Data Day という全国規模の

イベントの開催、ウェブサイトでの情報発信

などが行われている。 

 

 

３．いま注目されるＧ空間 

 

現在、オープンデータと平行して注目度が

上がっているのが「Ｇ空間」である。冒頭の

「Ｇ」は、英語の「Geotechnology（地理空

間情報技術）」や「Geospatial（地理空間）」

に由来しており、ICT（情報通信技術）と地

図や GPS の位置情報を融合させたサービス

分野のことをＧ空間と呼ぶ。従来、「いつ、ど

こで、何が、どのような状態かといった、位

置や時間と関連した情報」を「地理空間情報」

と呼ぶが、Ｇ空間情報もそれと同義である。

しかし、地理空間情報は住宅地図などの紙地

図や台帳などのアナログ情報を含む言葉だが、

「Ｇ空間」はより ICT 的な意味合いを強めた

言葉として政策的に使われる機会が増えてい

る。 

政府は、2012 年 3 月に閣議決定された新

たな「地理空間情報活用推進基本計画」で、

地 理 情 報 シ ス テ ム （ GIS ： Geographic 

Information System）と測位技術により、地

理空間情報を高度に活用した社会を「地理空

間情報高度活用社会（Ｇ空間社会）」と定め、

その実現を目指すとしている。さらに、ICT

成長戦略会議と並行して、総務大臣主宰の「Ｇ

空間×ICT 推進会議」が開催され、2013 年 6

月に発表された「日本再興戦略」のアクショ

ンプランや「世界最先端 IT 国家創造宣言」

ではさまざまな項でＧ空間情報の利用に言及

している。 

これまでも、自治体では統合型 GIS の導入

が推進されるなど、地理空間情報や GIS の利

活用に関する施策は行われていた。それがい

ま改めて注目される理由として、測位精度や

情報処理速度の向上などの技術の進展により

Ｇ空間情報を利用する環境が整いつつあるこ

と、防災を中心に社会課題解決へのＧ空間情

報活用の要請が高まっていることが挙げられ

る。特に、東日本大震災では、ウェブマップ

上でさまざまな分析結果の提供や支援サービ

スが展開されたという点で、地図やＧ空間情

報の利活用に大きなインパクトがあった。例

えば、東京電力管内での計画停電が決まった

当初、公開されたのは停電対象となる地区名

が書かれた数ページに及ぶリストであり、非

常にわかりにくいものだった。それを、Yahoo

や個人の開発者などが、リストを地図データ
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化してウェブマップ上に表示し、計画停電対

象の地区と日時をひと目でわかるサービスを

提供した。また、発災直後に有志のエンジニ

アによって立ち上げられた Sinsai.info とい

うウェブサイトでは、Twitter やメールなど

で寄せられた膨大な量の被災情報や支援要請

情報を、ウェブマップ上に集約し、必要な支

援と地域の情報を地図上でわかりやすく表現

するとともに、「支援先」と「支援する人」を

マッチングすることで支援活動が効率的に行

われるしくみを提供した。一方で、政府機関

や自治体では、応急時の被害状況の把握・共

有や、支援活動計画や復興計画の策定におい

て、必ずしもＧ空間情報を効果的に活用する

ことができず、今後の災害対策の課題となっ

た。 

地理空間情報活用推進基本計画では、Ｇ空

間情報（地理空間情報）活用推進の目的に、

「国土の利用、整備及び保全の推進、災害に

強く持続可能な国土の形成」、「安全・安心で

質の高い暮らしの実現」、「新たなサービス・

産業の創出」、「行政の効率化・高度化、新し

い公共の推進」を挙げている。それを実現す

るための具体的な施策として、Ｇ空間情報や

準天頂衛星*２の整備のほか、地理空間情報の

共有・提供を行う情報センターの構築や、自

治体と連携して防災や地域活性化等に資する

Ｇ空間情報を活用したシステム・サービス構

築のための実証実験などに取り組む予定であ

る。自治体は、都市計画図などの背景地図や、

防災関連施設の位置情報などのＧ空間情報を

多数保有しており、前述のような防災や地域

活性化等に資するシステム・サービスに連携

するデータの出し手として、また、同システ

ム・サービスの利用者としての役割が期待さ

れる。 

 
図表１ オープンデータ政策とＧ空間政策の概要 

 
注）下線は、特に自治体や地域での取り組み・推進をターゲットとした政策を示す  

出所）電子行政オープンデータ戦略、地理空間情報活用推進基本計画より NRI 作成 

  

オープンデータ G空間情報（地理空間情報）活用推進

目的

１．透明性・信頼性の向上
２．国民参加・官民協働の推進
３．経済の活性化・行政の効率化

１．国土の利用、整備及び保全の推進、災害に
　　強く持続可能な国土の形成
２．安全・安心で質の高い暮らしの実現
３．新たなサービス・産業の創出
４．行政の効率化・高度化、新しい公共の推進

背景

・情報通信技術の進展と大量なデータを容易に扱う
　ことのできる環境の整備
・海外におけるオープンデータの取り組みの広がり
・公共データの公開、透明性向上への要求の高まり

・国、自治体等が保有する公共データの活用への
　ニーズの高まり

・多様なＧ空間情報の整備・流通の増加
・衛星測位環境の向上
・情報通信技術の進展によるG空間情報利活用
　シーンの増加

・東日本大震災の発生とG空間情報活用への
　期待の高まり

関連法､計画等

電子行政オープンデータ戦略
世界最先端IT国家創造宣言

G８オープンデータ憲章

地理空間情報活用推進基本法
地理空間情報活用推進基本計画

地理空間情報の活用に関する行動計画
　（Ｇ空間行動プラン）

主な政府施策

・必要なルール等の整備
・政府保有情報のオープン化、データカタログサイト
　の整備・公開

・オープンデータ実証実験の実施、情報流通連携
　基盤の構築
・オープンデータの普及啓発（シンポジウム、コンテ
　ストの開催等）　等

・必要なルール等の整備
・Ｇ空間情報（地理空間情報）の整備・更新
・実用準天頂衛星システムの整備

・地理空間情報の共有・提供を行う情報
　センターの構築
・防災、地域活性化等に資するシステム・
　サービス構築のための実証実験の実施
・Ｇ空間の普及啓発（Ｇ空間EXPOの開催）　等

*2 日本のほぼ天頂（真上）を通る軌道を持つ衛星。衛星がほぼ真上に位置することで、山間部や都心部の

高層ビル街などでの測位精度の改善が期待され、政府は 2010 年代後半を目途にまずは 4 機体制を整備

するとしている。  



NRI パブリックマネジメントレビュー May 2014 vol.130  －4－ 
当レポートに掲載されているあらゆる内容の無断転載・複製を禁じます。すべての内容は日本の著作権法および国際条約により保護されています。 
Copyright© 2014 Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. No reproduction or republication without written permission. 

４．自治体におけるオープンデータとＧ空間

への取り組み状況 

 

前述のとおり、オープンデータやＧ空間情

報の利活用において、自治体には、データの

利用者としての役割と、データの提供者とし

ての役割の両方が期待されている。  

オープンデータ先進自治体としては、福井

県鯖江市が有名である。データ提供者である

市と、データを用いてスマートフォンアプリ

を開発する民間企業が連携することで、オー

プンデータを活用したサービス提供という目

に見える実績を積み上げている。その他の自

治体でも、避難所の場所、AED の設置場所、

バス停留所などの自治体保有のデータを位置

情報入りの CSV ファイルや GIS データでウ

ェブサイト上に公開する取り組みが増えてい

る。さらにデータがさまざまなところに分散

していてわかりにくいという課題に対し、静

岡県や室蘭市、横浜市は、各自治体のオープ

ンデータを一元的に検索しダウンロードする

ことができるカタログサイトを構築している。

例えば、静岡県の「ふじのくにオープンデー

タカタログ」では、県庁内の各部署や県内市

町村、民間がオープンデータ化している多様

なデータ（都市計画道路の GIS データや県内

の農産物直販所の位置情報、マイボトルが使

える静岡のお店の一覧など）が、各データの

提供者や二次利用ライセンスの解説とともに

公開されている。 

しかし、自治体や地域では、オープンデー

タの考えは広がっているものの、強力に推進

している自治体とそうでない自治体との差が

広がりつつある。また自治体内にオープンデ

ータを推進しようとする部署があっても、庁

内の他の部署との温度差が大きく、全庁的な

動きになっていないケースが見られる。その

理由としては、そもそもオープンデータの取

り組みを知らない自治体職員が多いこと、知

ったとしても何をしたら良いかわからない人

が多いこと、オープンデータの費用対効果が

わかりにくく個人または個別部署の取り組み

を全庁的な動きにするまでに時間がかかるこ

と、などが挙げられている。これは、Ｇ空間

情報の活用においても同様のことが言える。  

これまで自治体に対しては、データ提供側

としての期待が大きく、データ利用者として

の使い方という発想があまりされてこなかっ

た。加えて、オープンデータやＧ空間に取り

組もうとした場合、保有するデータやシステ

ムといったツールをどう活用するかという

「ツール発」の発想になりがちである。また、

適用分野が幅広いため、ICT やデータ活用に

なじみのない人にとって、具体的な活用イメ

ージが湧きにくいのも、わかりにくさの一因

となっている。このような問題意識から、最

近では「課題解決型」を志向したコンテスト

やサービス開発の取り組みが広がりつつある。

しかし、決定的なモデルはまだ確立できてい

ない。「バスをさがす 福岡」は、住んでいる

街の課題に対し、こういうサービスが作りた

いと考えて開発された、課題発のサービスで

あり、市民の共感を得たため多くダウンロー

ドされた。そして、それはオープンデータが

なければ実現しなかった。このように、地域

の課題を解決するための、具体的かつ多くの

人から共感が得られるサービス事例を提供す

ることが、地域のオープンデータやＧ空間情

報活用の第一歩になると考える。  

 

 

５．Ｇ空間×オープンデータによる公共サー

ビス事例 

 

前章でもいくつかの自治体での取り組みに

ついて触れたが、本章では、Ｇ空間×オープ

ンデータで実現した交通安全、観光をそれぞ

れテーマにした公共サービス事例を紹介する。  
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１）泉交通安全協会による、交通安全情報の

集約・配信の取り組み 

交通安全は全国共通の課題であり、児童・

生徒が巻き込まれる交通事故も多く、社会的

な関心も高い。横浜市泉区では、泉区役所と

泉交通安全協会が連携し、小中学校を対象に

地理空間情報を活用した交通安全の情報提供

や交通安全教育を実施している。  

泉交通安全協会は、警察から日々の交通事

故情報を得ている。また、郵便局や宅配事業

者、バス事業者からヒヤリハット情報を収集

し、NPO 法人 BigMap が提供する「まっぷ

de コミュニケーション」のシステムを用い

た GIS マップ上で一元的に管理をしている。

これらの情報をもとに、交通事故の発生場所

を示すマップへのリンク付きの交通事故情報

「ココ事故情報」を登録者に週 1 回の割合で

メール配信したり、学校や企業、地域社会に

対する交通安全教室で交通事故の現況を紹介

したりする活動を行っている。 

日々発生している交通事故の情報は、住民

に提供されていなかったり、警察や自治体の

間で共有できていなかったりすることが多い。

しかし、この仕組みにより、交通事故の発生

場所をウェブマップ上で簡単に確認できるよ

うになった。さらに、ココ事故情報配信の情

報とヒヤリハット情報を重ね合わせることで、

「危険と思っている場所」と「交通事故の発

生場所」を比較することが可能である。実際

に 2 つのデータを重ね合わせてみると、必ず

しも同じ場所を示していないことが多いとい

う。これは、「危険と思っている場所」は皆が

注意を払うため事故は起きず、逆に「安全と

思っている場所」では油断により事故が発生

するためであり、「危険と思っているが交通事

故は起きていない場所」に費用をかけて対策

を講じているケースもあるという。そこにデ

ータベースを活用することで、「安全と思って

いるが、交通事故が発生している場所」に交

通事故対策をできるようになる。このように、

地域の交通事故情報を地域の主体間で共有す

ること、さらに地図を用いて具体的な場所に

即して分析することで、交通事故削減に通じ

た対策を講じることが可能となるという点で、

非常に意義のある取り組みと考えられる。 

 

 
図表２ まっぷ de コミュニケーションの画面イメージ 

 

出所）まっぷ de コミュニケーション 

〔ＧＩＳの活用シーン〕

・交通事故をはじめとする各種の交通安全にかかわる情報の管理
・交通安全教室における交通安全にかかわるプレゼンテーション
（要インターネット接続）
・ココ事故情報の配信メールの文面作成
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２）伊豆大島ジオパーク・データミュージア

ムの取り組み 

伊豆大島（東京都大島町）は海に囲まれ、

日本有数の希少な火山地形を有し、歴史的・

文化的な遺産も島内に点在して観光資源が豊

富だが、多くのウェブサイトの存在による情

報の散在が課題であった。そこで、2012 年に

国土交通省の事業として、地域の観光、歴史、

文化などの情報を一元的に集める「伊豆大島

ジオパーク・データミュージアム」の Web

構築をした。このウェブサイトの特徴は 3 点

ある。 

1 点目は「LocalWiki」という無償のオープ

ンソース・プラットフォームをベースに構築

したため、低コストかつ短期間で開発できた

ことである。Wikipedia と同じように、複数

の主体が情報を編集でき、地図機能を持つた

め位置情報を付与できる。 

2 点目はすべてのコンテンツが二次利用可

能な形式で公開している点である。「データミ

ュージアム」の名のとおり、さまざまなデー

タを格納するというコンセプトで構築され、

データミュージアムに掲載されている情報を

用いて、誰もが自由に伊豆大島のパンフレッ

トやホームページ、スマホアプリなどを作製

できる。この事業では、登録されたコンテン

ツを活用し、2013 年 3 月に伊豆大島で開催

されたロゲイニング*３大会用のアプリを作製

して参加者に提供した。 

3 点目は背景地図に Open Street Map（以

下、「OSM」という）を使用している点であ

る。OSM は、世界中の地図づくり愛好家で

あるマッパーが作製しており、不特定多数の

ボランティアが編集・更新する Wikipedia と

同じ仕組みの地図である。ボランティアによ

って作製されているため、地域によって情報

量に差があることが課題だが、無償であるこ

とと既存サービスではカバーしきれない地域

の詳細情報まで入力できることは利点である。

伊豆大島は、本事業の開始時点にはほとんど

情報が入力されていなかった。そのため、

OSM のコミュニティで活動するマッパーの

協力のもと、地図データづくりを行うマッピ

ングパーティ*４が開催された。その結果、現

在の伊豆大島の OSM は、山道やベンチ、ト

イレ情報など、他の地域に勝るとも劣らない

データの充実を誇っている。 

このときに整備したプラットフォームやネ

ットワークは、2013 年の台風 26 号による災

害時にも力を発揮した。伊豆大島ジオパー

ク・データミュージアムの構築に携わった島

外のエンジニアやコンサルタント、マッパー、

口コミで集まった有志により、「伊豆大島台風

26 号被災状況マップ」が構築され、被災状況

や危険箇所区域などの情報の集約・提供が行

われた。この際、国土地理院や研究機関、航

空測量会社などの民間企業からも、航空写真

などのデータ提供がされた。支援活動のベー

スとなる詳細なマップがすでにできていたこ

と、Sinsai.info でも活躍したエンジニアがマ

ッピングパーティに参加しており土地勘が得

られていたこと、データミュージアムの立ち

上げに参加した地元関係者から現地の状況に

ついて情報提供を受けながら作業できたこと

が、支援活動の迅速な立ち上げと支援の広が

りを可能にしたと考えられる。  

このように、「伊豆大島ジオパーク・データ

ミュージアム」は、島内外の専門家が知見を

持ち寄り、観光を軸にしてデータを蓄積しつ

つ、背景地図を併せて整備することで、教育

や防災にも活用できる地域の情報プラットフ

ォームとなっている。 

 

  *3 オリエンテーリングに似た競技で、街中や山野に設置されたチェックポイントを、制限時間内にできる

だけ多く回って得点数を競うスポーツ。 

*4 OSM の地図データ作りを行うイベントをいう。地図作り愛好家であるマッパーが集まり、紙地図や GPS

ロガーを持って街中を歩きまわったり、パソコンでデータ作成をしたりする。 
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図表３ 伊豆大島ジオパーク・データミュージアムと伊豆大島台風 26 号被災状況マップ 

 

出所）伊豆大島ジオパーク・データミュージアム  http://oshima-gdm.jp/ 

伊豆大島台風 26 号被災状況マップ https://izuoshima26.crowdmap.com/（現在は閲覧停止） 

 

６．Ｇ空間×オープンデータを普及するため

の試みー岡山県瀬戸内市 生活支援×Ｇ

ＩＳイノベーション・ワークショップ 

 

自治体や地域には、オープンデータやＧ空

間について知らない人が多いことから、自治

体や地域主体がオープンデータやＧ空間への

理解を深めつつ、主導的にサービスを検討す

ることが求められる。そのような取り組み事

例として、岡山県瀬戸内市で行われた「生活

支援×ＧＩＳイノベーション・ワークショッ

プ」を紹介する。 

岡山県瀬戸内市は、岡山市に隣接するベッ

ドタウンである。市の中央から東には小丘陵

の複雑な地形が広がっている。バスが主要な

公共交通手段だが、本数が少なく交通不便地

域となっている。旧牛窓町は 65 歳以上人口

の割合が 36.3%で、過疎地域に指定されてい

る。そこで、将来、発生すると考えられる買

い物・医療難民対策を検討するため、市職員

や市の福祉関係者、商工関係者、地域おこし

協力隊などが参加して、生活支援をテーマに

ワークショップを行った。 

ワークショップでは、従来の発想や考え方

を打破する生活支援サービス事業を生み出す

ことを目的と位置付け、これまで GIS や ICT

に係わりのなかった人たちでも発想できるよ

う 3 つの工夫を取り入れた。 

1 点目は、地図を用いた分析結果の提示で

ある。参加者はさまざまなバックグラウンド

を持っており、初めて顔を合わせる人が多か

ったことから「瀬戸内市で生活支援サービス

を考える必要がある」という問題意識の共有

が不可欠であった。さらに、GIS や ICT に馴

染みがない人が多かったため、「GIS を使う

と地域の課題がよくわかる」、「このようなサ

ービスに使える」という GIS やデータ活用の

メリットを理解してもらい、サービス発想に

役立ててもらうねらいもあった。そこで、瀬

戸内市の人口や買い物不便地域の分布などを

Google Earth を用いてまとめた。そしてワー

クショップの冒頭で、瀬戸内市には過疎地域

以外にも多くの高齢者が分布していること、

買い物空白地や医療空白地は中心市街地にも

発生しており、全市的な課題であることを地

図上で示しながら紹介した。これは、ワーク

ショップの目的の共有や問題意識の喚起とい

う点で有効であったと考える。また、資料の

http://oshima-gdm.jp/
https://izuoshima26.crowdmap.com/
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中で特にわかりやすかったと評価が高かった

のは、瀬戸内市が実施したまちづくりアンケ

ート結果を地域別に塗り分けた図である。例

えば、地域交通に関する評価が高い地区を青

色、低い地区を赤色に塗り、それに公共交通

機関の路線図を重ね合わせることで、この地

域はバス路線があるが評価は低い、この地域

にはバス路線はないが評価は平均的など、地

域の実態が視覚的に明確になった。 

2 点目は、地域で地理空間情報を活用した

事例を集めた手引きを取り入れたことである。

身近な地域課題に沿った地理空間情報の活用

事例を 20 以上集めて紹介し、自分が好きな

サービスや導入したいサービスを見つけても

らうことで、GIS や ICT と縁遠かった人たち

がサービスを発想するのに役立てた。  

3 点目は、ワークショップの手法として、

デザイン思考を取り入れたことである。スー

パーや病院などで高齢者にインタビューを行

う「現場観察」を通じて、瀬戸内市の高齢者

の持つニーズを明らかにするとともに、GIS

を活用したサービスと活用しないサービスを

それぞれ提案し、両者を掛け合わせることで、

サービス利用者起点のサービス発想を促した。 

ワークショップでは、大学生が GIS を活用し

て高齢者を支援する「孫 GIS」など、地理空

間情報やGISを活用した 4つの生活支援サー

ビスが提案された（図表４）。サービスはすぐ

に実現するものではないが、今回の取り組み

は 2つの点で意義があったと考える。1つは、

新たな公共サービスを考えるためのワークシ

ョップ手法が確立できたこと、もう 1 つは、

Ｇ空間情報やオープンデータ活用の有効性が

ワークショップ参加者に浸透したことである。 

 

図表４ ワークショップで提案されたサービス 

 

 

瀬戸内市では、このワークショップを契機

に、住民を交えたワークショップの実施や、

GISやＧ空間情報を活用するための庁内研修

の検討を行っている。また、本ワークショッ

プのために作成した瀬戸内市に関するデータ

集は、今後もさまざまな活動で活用できるよ

う、KML ファイル形式*５を中心に瀬戸内市

ホームページで公開する予定である。さらに、

アンケートや統計データの GIS データ化に

ついては、2015 年度以降にアンケートや統計

作成の発注仕様書に取り込むことが検討され

ている。地域区分に沿ってデータベースを作

成することや、CSV 形式や KML 形式で納品

をすることは難しいことではなく、発注仕様

書にあらかじめ要件として取り込めば、デー

タの継続的な公開が可能となる。自治体には、

データ公開環境が整っていないため活用でき

ていない埋蔵データが多いと言われており、

発注仕様書や契約書で電子納品を義務付けた

り、二次利用要件を明記したりするだけで、

活用可能なデータが増えることが期待できる。 

 

 

  

名称 内容

孫GIS
大学生がＧＩＳを活用して高齢者を

支援する

出張百貨店
地域の空き教室にさまざまな店舗を
出す

格安送迎団
ＧＩＳによるマッチングシステムを活用

する

ボランティアツアー 地域ボランティア派遣サービス

*5 Google マップや Google Earth などで使用できる、地理空間情報のデータ形式をいう。 
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図表５ 瀬戸内市生活支援×ＧＩＳイノベーション・ワークショップ 実施の流れ 

 

出所）国土交通省資料より NRI 作成 

 

７．オープデータ×Ｇ空間への期待 

 

５章、６章で述べた 3 つの事例は、「オー

プンデータ」を名目に掲げた取り組みではな

いものの、交通安全、観光、生活支援にかか

わる関係者の問題意識のもと、オープンデー

タを地域活動に有効に活用しているという点

で示唆が多いと考えられる。唐突にオープン

データ、Ｇ空間情報というデータ起点で話し

始めるのではなく、地域にはどのような課題

があり何をする必要があるのか、そのために

必要な情報はどこにあるのかという観点から、

既存データのオープンデータ化やＧ空間情報

の整備・活用を行っていくことが、効率的な

オープンデータ化という観点から望ましい。

その取り組みを始めるための工夫として、先

に紹介した手引きを利用して、どの事例が好

きかをワークショップで意見交換したり、瀬

戸内市のように発注仕様書や契約書で電子納

品や二次利用要件を明記したりするという手

法が活用できるだろう。 

ただし、目的のないままボトムアップ的に

検討を進めると、時間がかかり発散してしま

うため、長期的な取り組みの中でも瀬戸内市

のワークショップや伊豆大島のマッピングパ

ーティのような活動、また、アイディアソン*

６やハッカソン*７といった短期間行われるイ

ベントを活用することが有効と考えられる。  

Ｇ空間情報は、情報整理やデータビジュア

ライゼーションツール*８として、専門家以外

データを使った
課題共有

身近な事例の

インプット アイデア創発

地図を用いた
分析結果

施策アイデアの
具体化

現場観察
インタビュー

事業の説明
地理空間情報・GISの

活用という本事業の
目的をインプット

手引き

（事例集）

*6 アイデア（Idea）とマラソン（Marathon）を合わせた造語で、不特定多数の人がグループになり、アイ

デアを出し合い、それをまとめていく形式のイベントをいう。 

*7 プログラミングを意味するハック（Hack）とマラソン（Marathon）を合わせた造語で、エンジニアや

デザイナーなどがチームを組み、集中的にプログラミングやアプリ開発をするイベントをいう。 

*8 データを見える化すること。コンセプト図にする、地図上に表現するなどの手法がある。  
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の人たちへの説明資料や関係者間の意識合わ

せに実効性がある。さらに、瀬戸内市での事

例のように、ワークショップで GIS を使うこ

とで、参加者自身の業務での活用アイデアが

喚起され、今後の活用意向が高まったという

効果も見られる。情報化が進んでいるとはい

え、自らデータを扱う人はまだ一握りである。

前述のようなイベントは、データに触れる体

験を提供するという点で効果的であり、他の

地域でも有効な施策であると考えられる。 
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